
 

 

 

 

 

 

 

 

敦賀市学校教育系施設 

（休校・廃校） 

個別施設計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

敦賀市教育委員会教育総務課  



 

 

目次 

１ 策定の目的と位置付け ........................................................................................... 1 

（１）目的 ................................................................................................................ 1 

（２）本計画の位置付け ........................................................................................... 1 

２ 計画期間と対象施設 .............................................................................................. 2 

（１）計画期間 ......................................................................................................... 2 

（２）対象施設 ......................................................................................................... 2 

３ 現状と課題 ............................................................................................................. 2 

４ 基本的な考え方...................................................................................................... 3 

５ 施設の状態 ............................................................................................................. 3 

６ 対策内容と費用...................................................................................................... 3 

（１）対策内容と実施時期 ....................................................................................... 3 

（２）概算費用 ......................................................................................................... 4 

 

 

  

・ 本計画は、特に断りがない場合、令和元（２０１９）年度末時点のデータに

基づき作成しています。 



1 

 

１ 策定の目的と位置付け 

（１）目的 

「敦賀市学校教育系施設（休校・廃校）の個別施設計画（以下「本計画」という。）」

は、学校教育系施設（休校・廃校）の有する現状と課題を踏まえ、学校教育系施設（休

校・廃校）が有する機能及び建物についての基本的な考え方と、それに基づく具体的

な対応方針を明らかにすることを目的としています。 

 

（２）本計画の位置付け 

本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の下位計画となります。 

 

図表１ 本計画の位置付け 
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２ 計画期間と対象施設 

（１）計画期間 

本計画の計画期間は、令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度まで

の１０年間とします。 

なお、本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の改訂や社会環境等の変化等を踏

まえ、適時見直しを行います。 

 

（２）対象施設 

本計画の対象施設は、敦賀北小学校、赤崎小学校、咸新小学校、常宮小学校及び西

浦小中学校です。なお、同施設は、敦賀市公共施設等総合管理計画において「学校教

育系施設」に区分されています。 

 

図表２ 対象施設概要 

 

 

３ 現状と課題 

 

敦賀北小学校、赤崎小学校及び咸新小学校は、令和３年４月の角鹿小中学校開校に

伴い廃校となります。常宮小学校については平成２７年３月に、西浦小中学校につい

ては、平成２６年３月に中学校が、また平成２７年３月に小学校が、それぞれ休校と

なっています。いずれも災害時の指定避難所に指定されており、とりわけ常宮小学校

及び西浦小中学校は、原子力災害時における高齢者等の一時避難所となる、放射線防

護施設として整備しています。また、体育館においては地元の方々を始めとした社会

体育団体等の利用があります。 

いずれも学校教育系施設としての役割は終えていますが、ほとんどの施設が建築後

３０年以上経過しているため、体育館利用者の安全に配慮しながら適正な維持管理を

行っていく必要があります。 
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４ 基本的な考え方 

 

敦賀北小学校、赤崎小学校、咸新小学校、常宮小学校及び西浦小中学校は、学校教

育系施設としての機能は有しませんが、当面の間は避難所機能の保持等、適正な維持

管理を行っていきます。 

また、今後の利活用については、その他の公共施設も含めて市全体で検討しますが、

利活用が見込めない施設又は不要な部分については、避難所機能等に留意しつつ除却

も検討します。 

 

５ 施設の状態 

 

敦賀北小学校、赤崎小学校、咸新小学校、常宮小学校及び西浦小中学校では、建築

基準法第１２条による特殊建築物調査、同法等による法令点検、「敦賀市公共施設簡

易点検マニュアル」に基づく年１回の目視点検を行っており、その結果は以下のとお

りです。 

 

図表３ 法令点検及び簡易目視点検結果 

施設名称 建築物 設備その他 

敦賀北小学校 屋上や外壁、内部の床が全体的に劣化 異常なし 

赤崎小学校 外壁が全体的に劣化 異常なし 

咸新小学校 内壁や内部の床が部分的に劣化 異常なし 

常宮小学校 屋上や外壁が部分的に劣化 異常なし 

西浦小中学校 
内部天井の雨漏り、雨漏りによる腐食・崩落 

外壁庇部分のひび割れ 
異常なし 

 

 

６ 対策内容と費用 

（１）対策内容と実施時期 

基本的な考え方や施設の状態を踏まえた、本計画期間（１０年間）における具体的

な対策内容と実施時期は次のとおりです。 
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図表４ 対策内容と実施時期 

 

  機能は「廃止」、建物は「転用等」を軸に、今後の具体的な利活用について市全体

で検討していきます。なお、利活用が見込めない施設又は不要な部分については、避

難所機能等に留意しつつ除却も検討します。 

 

（２）概算費用 

本計画期間中に要する概算費用は、具体的な利活用策が決まるまでの間は建物の維

持管理費用が主となりますが、避難所としての機能保持や体育館利用者の安全に配慮

しつつ、必要最小限の費用で適正な維持管理を行っていきます。 

方向性_建物

転用等

転用等

転用等

転用

転用西浦小中学校 廃止 検討中

常宮小学校 廃止 検討中

咸新小学校 廃止 検討中

赤崎小学校 廃止 検討中

敦賀北小学校 廃止 検討中

方向性_機能 2021 2028 2029 2030 検討段階2022 2023 2024 2025 2026 2027施設名称

転用、譲渡又は除却 を検討

転用、譲渡又は除却 を検討

転用、譲渡又は除却 を検討

転用を検討

転用を検討


